
 

事 務 連 絡  

令和５年８月７日 

ＷＷＬコンソーシアム構築支援事業 

地域ＡＬネットワーク実施機関 御中 

カリキュラム開発拠点校・拠点校管理機関 御中 

ＳＧＨネットワーク参加校管理機関 御中 

 

文 部 科 学 省 初 等 中 等 教 育 局 

参事官（高等学校担当）付改革推進係 

国立大学法人筑波大学附属学校教育局 

 

 

ＷＷＬ（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアム構築支援事業 

スーパーグローバルハイスクール（ＳＧＨ）ネットワーク 

２０２３年度全国高校生フォーラムの開催について（第１次ご案内） 

 

 

日頃より、ＷＷＬ（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアム構築支援事業（以下

「ＷＷＬ」という）及びスーパーグローバルハイスクール（ＳＧＨ）ネットワーク（以下「Ｓ

ＧＨネットワーク」という）に御協力をいただき、誠にありがとうございます。 

このたび、ＷＷＬ及びＳＧＨネットワークを広く普及し、より一層の推進を図るため、文

部科学省及び国立大学法人筑波大学の共催により標記フォーラムを下記のとおり開催いた

します。 

当該フォーラムの参加申込及び資料の提出方法等の詳細については、後日、ＷＷＬ幹事管

理機関である筑波大学より別途ご案内いたしますので、よろしくお願いいたします。 

 

記 

 

１．開催内容 

文部科学省が実施しているＷＷＬ及びＳＧＨネットワークに参加する高校生が一堂に会

し、日頃取り組んでいるグローバルな社会課題の解決方法や提案等をプレゼンテーション

するとともに、生徒交流会にてディスカッションを行います。（原則英語） 

 

２．開催日時 

令和５年１２月１７日（日）１０：００～１６：００（予定） 

 

３．会  場 

 国立オリンピック記念青少年総合センター 

 東京都渋谷区代々木神園町３−１ 

 【交通案内】https://nyc.niye.go.jp/wp/train/ （会場ＨＰ） 

https://nyc.niye.go.jp/wp/train/


 

４．開催方法 

対面開催 

 

５．参加対象校 

種別 
取りまとめ・ 

参加申込 

原則参加／ 

任意参加の別 

①ＷＷＬカリキュラム

開発拠点校（研究開発

期間を終えた拠点校を

含む） 

令和元・２年度指定 

各管理機関 

任意参加 

令和３～５年度指定 原則参加 

②ＷＷＬ共同実施校・連携校 任意参加 

③地域ＡＬネットワーク内に置いてイノベーテ

ィブなグローバル人材育成を実施する高等学校 
各ＡＬ拠点 任意参加 

④ＳＧＨネットワーク参加校 各管理機関 任意参加 

 

【留意事項等】 

※会場の収容人数・実施体制等の都合上、参加が可能な校数は最大で１２０校程度と 

見込まれます。 

 このため、参加を希望される学校すべてが参加できるとは限りません。 

 参加希望学校数が多い場合、②、③は参加校数の制限を行う可能性があります。 

※現地参加できない学校に対して、ポスター展示のみの参加を可能とします。 

※参加は１校あたり１グループまでです。 

※１校あたりの参加人数（生徒数）について、４名以内を上限としますが、全体の参加人

数によっては各校１～２名に制限する可能性があります。 

※教員等による引率（任意）は１グループ１名以内とします。 

※参加生徒と引率教員以外の一般来場者による参観はできません。 

※同一の学校が複数のＷＷＬ拠点校の連携校となっている場合、どちらの連携校として参

加するのかについて、ＷＷＬ管理機関同士で調整を行ってください。同一校が複数のプレ

ゼンテーションに参加することはできません。 

※ 原則参加の学校におかれては、学校行事その他の事情により参加できない場合、別途ご

相談ください。 

※ ①～③でＳＧＨネットワークにも参加している場合、重複登録はできません。ＳＧＨネ

ットワーク参加校として参加登録してください。 

※参加対象校の参加申込については、ＷＷＬ及びＳＧＨネットワークの各管理機関が取り

まとめの上、行ってください。 

 

 



 

６．全国高校生フォーラムにおける審査・表彰について 

 グローバルな社会課題についての研究成果を、ポスターセッションにおいて英語で発表

していただきます。優秀な研究発表を行った参加校に対して表彰を行います。ＷＷＬ及びＳ

ＧＨネットワークの取組を踏まえ、課題設定の適切さ、研究方法の適切さ、提案性、英語に

よる対面プレゼンテーション能力等の観点から審査を行う予定です。 

各管理機関・各校教員などで、生徒が英語で行うポスターセッションの審査員としてご協

力いただける方を募集する予定です。審査の詳細については後日お知らせいたします。 

 

７．提出物等について 

 今年度は、対面審査におけるリアルタイムのプレゼンテーション能力を重視し、録画映像

データ提出による事前審査は実施しません。 

発表資料として、Ａ０サイズポスター（英語）の作成と当日持参を現地参加校に求めます。

現地参加せずポスター掲示のみ参加する学校には事前に提出いただきます。 

また、全ての参加校に、研究内容の要約（英文１００ワード以内・和文２００字以内）を

事前に提出いただきます。 

 

８．当日のプログラム内容：（予定） 

（１）開会式 

（２）ポスターセッション（プレゼンテーション） 

（３）生徒交流会（ディスカッション） 

（４）閉会式（プレゼンテーション審査結果発表・表彰式・講評等） 

 

９．今後のスケジュール（予定） 

  ◇参加申込、提出物等に係る事務連絡：８月下旬 

◇参加申込締切：９月１４日（木） 

  ◇提出物の提出期限：１１月中旬 

※具体的な申込・提出方法、各期限等の詳細は、筑波大学（ＷＷＬ幹事管理機関）より

連絡します。 

 

１０．旅費について 

  事業を委託されている機関におかれては、委託費から旅費を支出できます。 

  それ以外で旅費の支援等はありません。 

 

１１．その他 

 ◇標記フォーラムの模様は写真や映像として記録し、各事業の広報活動に使用する予

定ですので、あらかじめご了承ください。 

 

＜本件連絡先＞                 

〒100-8959 東京都千代田区霞が関３－２－２   

文部科学省初等中等教育局 



 

参事官（高等学校担当）付改革推進係 

       TEL：03-5253-4111（内線 2022） 

 E-mail：b-wwl@mext.go.jp 

sgh@mext.go.jp 
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